
  

池田町林道施設長寿命化計画 

（個別施設計画） 
計画期間 

自 平成３０年４月 １日 

至 平成３９年３月３１日 
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１ 基本的事項 

当町における林道施設は林道橋 9 施設である。昭和５１年から平成２２年までに建設

されており、供用年数別の林道施設数は下図の通りである。 

財務省令「減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４３年 3 月３１日大蔵省令

第１５号）」によると橋梁の耐用年数は６０年であり、建設年度が最も古い「ちのみざわ

橋」においても供用年数が４１年である事から、耐用年数を経過する林道施設は２０３

６年度から出現する事となる。現段階から林道施設の現状を個別に把握するとともに、

現状を踏まえた施設毎の維持管理・更新等を実施する持続可能なメンテナンスサイクル

を構築する事によって、林道施設維持管理費用の縮減及び平準化を図る事が重要である。 

 

本計画は予防保全型維持管理の考え方を導入し、持続可能なメンテナンスサイクル構

築に向けた取組を進めるために策定するものである。 

 

２ 対象施設 

本計画の対象とする施設は別紙のとおり。 

 

３ 計画期間 

本計画における施設毎の計画期間は別紙のとおり。 

 

４ 施設の優先度 

本計画における施設毎の優先度は別紙のとおり。 

 

５ 施設の状態等 

全ての林道施設において平成２２年度に近接目視による点検を実施している。しかし、

林道施設の状態は経年劣化等によって変化する事から、平成２９年度に青山跨道橋を除
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く８橋の点検・診断を実施した。平成３０年度中に青山跨道橋の点検・診断を実施し、

施設毎の状態を把握する事とする。また、５年に１度は点検・診断を実施し、定期的に

施設ごとの状態を把握する事とする。 

 

６ 対策内容と実施時期 

上記「施設の優先度」及び「施設の状態等」を踏まえ、施設毎に講じる対策の内容及

び実施の時期について別紙のとおり計画する。 

 

７ 対策費用 

個別施設毎の対策費用の概算については別紙のとおり。尚、この金額は計画策定時点

における概算であり、具体の工事発注時における詳細な設計や社会情勢の変化等により、

金額に変動が生じる場合がある。 
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　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

0.4 0.4 0.4

補修 点検 点検

1976

路線名 乳飲沢線 林道種類及び区分 自動車道2級 橋梁名 ちのみざわ橋

施設の所在地 池田町字東台 起点からの距離 110.5m 建設年度

十弗川

供用年数 41 種別 鋼橋 型式 単純桁

道路橋示方書 S47 橋格（設計荷重） 一等橋 橋下条件

塗装使用の有無 あり

支承形式 線支承 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材） H形鋼

橋台工型式 その他 基礎形式

橋脚工型式 － 海岸からの距離 －

林道乳飲沢線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林組合等によ
り利用されている。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H29.10.28

支承の部分的な錆とモルタルの欠損が確認できる。
予防保全の観点から補修を行う事が望ましい。

経年劣化、土砂流出、車両等の接触、初期欠陥

Ⅱ
（予防保全段階）

支承部に腐食
モルタル欠損

施
設
概
要

橋長（支間長） 33.7m 幅員（車道幅員） 4.0m

施設の構造等

上部工型式

H形鋼

H33

腐食箇所の塗装塗り替え、断面修復工を行う。
5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

低施設の優先度

（優先度の考え方）

個別施設整理番号 1 林道台帳索引番号番号 6

支承取り替え、下部工修復　400千円

施設管理者 池田町

交通量が少なく、計画期間中に想定される事業量も多くないため。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

補修



　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

0.3 0.4 0.4

補修 点検 点検

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

補修

H33

施設の優先度 低

（優先度の考え方）

交通量が少なく、突っ込み線形であるため。

地覆部の断面修復　300千円

腐食箇所の塗装塗り替え、地覆部の断面修復を行う。
5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

林道東台1号線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林組合等に
より利用されている。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H29.10.28

地覆のひび割れ、遊離石灰、うき、剥離・鉄筋露出が局所的に確認できる。
予防保全の観点から補修を行う事が望ましい。

Ⅱ
（予防保全段階）

地覆にひび割れ
遊離石灰・うき
剥離・鉄筋露出

経年劣化、凍害による膨張、土砂流出

施
設
概
要

橋長（支間長） 32m 幅員（車道幅員） 4.0m

施設の構造等

上部工型式

H形鋼

橋台工型式 逆T式 基礎形式 直接基礎

橋脚工型式 － 海岸からの距離 －

塗装使用の有無 あり

支承形式 線支承 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材） H形鋼

十弗川

供用年数 37 種別 鋼橋 型式 単純桁

道路橋示方書 S47 橋格（設計荷重） 二等橋 橋下条件

1980

路線名 東台１号線 林道種類及び区分 自動車道2級 橋梁名 稲毛橋

施設の所在地 池田町字東台 起点からの距離 77.17m 建設年度

池田町個別施設整理番号 2 林道台帳索引番号番号 8 施設管理者



　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

0.4 0.4 0.4

補修 点検 点検

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

補修

H32

施設の優先度 高

（優先度の考え方）

交通量が比較的多く、千代田地区～信取地区の連絡線形であるため。

地覆部断面修復、舗装オーバーレイ　400千円

腐食箇所の塗装塗り替え、断面修復、舗装のオーバーレイを行う。
5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

林道池田西部線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林組合等
により利用されている。また、当該林道は災害時と迂回路や近隣地域を結ぶ生活道としての機能も
有しており、地域住民の利用も見られる。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H29.10.28

地覆の損傷は局所的で軽微である。鋼材部の腐食についても軽微である。
予防保全の観点から補修を行う事が望ましい。

Ⅱ
（予防保全段階）

地覆に損傷
鋼材部に腐食
いずれも軽微

施
設
概
要

橋長（支間長） 23m 幅員（車道幅員） 4.0m

施設の構造等

上部工型式

H形鋼

橋台工型式 重力式 基礎形式 直接基礎

橋脚工型式 － 海岸からの距離 －

塗装使用の有無 あり

支承形式 線支承 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材） H形鋼

十日川

供用年数 30 種別 鋼橋 型式 単純桁

道路橋示方書 S55 橋格（設計荷重） 一等橋 橋下条件

1987

路線名 池田西部線 林道種類及び区分 自動車道1級 橋梁名 中島橋

施設の所在地 池田町字信取 起点からの距離 15218.6m 建設年度

池田町個別施設整理番号 3 林道台帳索引番号番号 10 施設管理者



　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

0.8 0.8

点検 点検

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

点検

H30

施設の優先度 高

（優先度の考え方）

本橋梁下には道東自動車道があり、崩壊等が起こった際に重大な事故につながる可能性
が高いため。

5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

林道池田西部線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林組合等
により利用されている。また、当該林道は災害時と迂回路や近隣地域を結ぶ生活道としての機能も
有しており、地域住民の利用も見られる。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H25.8.28

特記事項なし

Ⅰ
（健全）

施
設
概
要

橋長（支間長） 60.94m 幅員（車道幅員） 4.0m

施設の構造等

上部工型式

ラーメン橋

橋台工型式 - 基礎形式 直接基礎

橋脚工型式  壁式橋脚 海岸からの距離 －

塗装使用の有無 なし

支承形式 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材）

高速道路

供用年数 22 種別 PC橋 型式 その他

道路橋示方書 H8 橋格（設計荷重） A活荷重 橋下条件

1995

路線名 池田西部線 林道種類及び区分 自動車道1級 橋梁名 青山跨道橋

施設の所在地 池田町字青山 起点からの距離 8274m 建設年度

池田町個別施設整理番号 4 林道台帳索引番号番号 10 施設管理者



　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

0.3 0.4 0.4

補修 点検 点検

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

補修

H32

施設の優先度 高

（優先度の考え方）

交通量が比較的多く、清見地区～東台地区への連絡線形であるため。

下部工修復　300千円

下部工のひび割れ補修工を行う。
5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

林道まきばの家線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林組合等
により利用されている。また、当該林道は災害時と迂回路や近隣地域を結ぶ生活道としての機能も
有しており、地域住民の利用も見られる。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H29.10.29

下部工の一部にひび割れ、剥離が局所的に確認できる。
予防保全の観点から補修を行う事が望ましい。

Ⅱ
（予防保全段階）

下部工にひび割れ
および剥離

経年劣化

施
設
概
要

橋長（支間長） 13.54m 幅員（車道幅員） 5.0m

施設の構造等

上部工型式

プレテンション方式PC単純床版

橋台工型式 重力式 基礎形式 杭基礎

橋脚工型式 － 海岸からの距離 －

塗装使用の有無 なし

支承形式 ゴム支承 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材）

姉別川

供用年数 27 種別 PC橋 型式 単純桁

道路橋示方書 S47 橋格（設計荷重） 一等橋 橋下条件

1990

路線名 まきばの家線 林道種類及び区分 自動車道1級 橋梁名 姉別橋

施設の所在地 池田町字様舞 起点からの距離 4631m 建設年度

池田町個別施設整理番号 5 林道台帳索引番号番号 11 施設管理者



　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

0.5 0.4 0.4

補修 点検 点検

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

補修

H33

施設の優先度 低

（優先度の考え方）

交通量が少なく、当該橋梁が使用不可となった場合であっても、池田中央線から富岡姉
別川線へ進入する事が可能であるため。

床板および地覆部修復　500千円

腐食箇所の塗装塗り替え、ひび割れ補修、断面修復を行う。
5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

林道池田富岡姉別川線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林
組合等により利用されている。また、当該林道は災害時と迂回路や近隣地域を結ぶ生活道としての
機能も有しており、地域住民の利用も見られる。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H29.10.28

床板の鉄筋露出は施工時の初期欠陥によるものである。
予防保全の観点から補修を行う事が望ましい。

Ⅱ
（予防保全段階）

床版に初期欠陥の鉄筋露出

施工時の初期欠陥、経年劣化、車両等の衝突、土砂流出

施
設
概
要

橋長（支間長） 24.6m 幅員（車道幅員） 4.0m

施設の構造等

上部工型式

H形鋼（合成）

橋台工型式 その他 基礎形式

橋脚工型式 － 海岸からの距離 －

塗装使用の有無 なし

支承形式 線支承 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材） H形鋼

十弗川

供用年数 39 種別 鋼橋 型式 単純桁

道路橋示方書 S47 橋格（設計荷重） 二等橋 橋下条件

1978

路線名 富岡姉別川線 林道種類及び区分 自動車道1級 橋梁名 ２０号橋

施設の所在地 池田町字富岡 起点からの距離 60.4m 建設年度

池田町個別施設整理番号 6 林道台帳索引番号番号 14 施設管理者



　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

0.5 0.4 0.4

補修 点検 点検

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

補修

H33

施設の優先度 中

（優先度の考え方）

交通量が少ないが、当該橋梁を使用しないと住宅及び農地を使用できない町民がいるた
め。

ひび割れ補修、防護柵取り替え　500千円

ひび割れ補修、防護柵取り替え、腐食箇所の塗装塗り替えを行う。
5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

林道小路谷の沢線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林組合
等により利用されている。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H29.10.28

下部工に局所的なひび割れが確認できる。
予防保全の観点から補修を行う事が望ましい。

Ⅱ
（予防保全段階）

下部工にひび割れ

乾燥収縮、車両の衝突、経年劣化

施
設
概
要

橋長（支間長） 14.5m 幅員（車道幅員） 4.0m

施設の構造等

上部工型式

プレテンション方式PC単純床版

橋台工型式 重力式 基礎形式 直接基礎

橋脚工型式 － 海岸からの距離 －

塗装使用の有無 なし

支承形式 ゴム支承 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材）

小路谷の沢川

供用年数 20 種別 PC橋 型式 単純桁

道路橋示方書 H8 橋格（設計荷重） A活荷重 橋下条件

1997

路線名 小路谷の沢線 林道種類及び区分 自動車道2級 橋梁名 １１号橋

施設の所在地 池田町字東台 起点からの距離 14.54m 建設年度

池田町個別施設整理番号 7 林道台帳索引番号番号 15 施設管理者



　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

1.0 0.4 0.4

補修 点検 点検

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

補修

H32

施設の優先度 高

（優先度の考え方）
計画期間中は開設工事中であり、全線開通後、東台地区～昭栄地区の連絡線形となる
ため。
また、当該橋梁を使用しないと農地を使用できない町民がいるため。

伸縮装置取り替え、ひび割れ補修　1,000千円

舗装のひび割れ補修工を行い、漏水が確認できた段階で伸縮装置のゴム取り替えも行う。
5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

林道池田東部線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林組合等
により利用されている。また、当該林道は災害時と迂回路や近隣地域を結ぶ生活道としての機能も
有しており、地域住民の利用も見られる。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H29.10.28

A1伸縮装置のゴム欠損、舗装のひび割れが確認できる。
予防保全の観点から補修を行う事が望ましい。

Ⅱ
（予防保全段階）

伸縮装置ゴム欠損
舗装ひび割れ

施
設
概
要

橋長（支間長） 17.66m 幅員（車道幅員） 5.0m

施設の構造等

上部工型式

プレテンション方式PC単純床版

橋台工型式 逆T式 基礎形式 杭基礎

橋脚工型式 － 海岸からの距離 －

塗装使用の有無 なし

支承形式 ゴム支承 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材）

毛根別川

供用年数 7 種別 PC橋 型式 単純桁

道路橋示方書 H14 橋格（設計荷重） A活荷重 橋下条件

2010

路線名 池田東部線 林道種類及び区分 自動車道1級 橋梁名 毛根別橋

施設の所在地 池田町字東台 起点からの距離 76m 建設年度

池田町個別施設整理番号 8 林道台帳索引番号番号 19 施設管理者



　※個々の施設毎に作成 別添の別紙（個票）

施設の規模

施設の目的
利用実態等

点検診断日

調査結果

健全性の
診断結果

劣化原因

計画期間

内容

実施予定時期

対策費用
（概算）

管
理
方
法

管理方法

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年

0.4 0.4

点検 点検

長
寿
命
化
計
画
の
内
容

平成30年度～平成39年度

点検

H34

施設の優先度 中

（優先度の考え方）

計画期間中は開設工事中であり、全線開通後、東台地区～昭栄地区の連絡線形となる
ため。

5年に1回の定期点検を行い、排水施設の清掃等維持作業を適切に行う。

対策費用　（百万円）

対策の内容・実施時期

備　　考

林道池田東部線の利用区域には整備すべき森林が多く存在する事から、当該施設は森林組合等
により利用されている。また、当該林道は災害時と迂回路や近隣地域を結ぶ生活道としての機能も
有しており、地域住民の利用も見られる。

施
設
の
状
態
等
の
概
要

H29.10.29

平成22年に施工が行われており、全体的に健全である。
土砂づまりは維持工事対応とする。

Ⅰ
（健全）

全体的に健全
排水装置に土砂づまり

乾燥収縮

施
設
概
要

橋長（支間長） 17.66m 幅員（車道幅員） 5.0m

施設の構造等

上部工型式

プレテンション方式PC単純床版

橋台工型式 逆T式 基礎形式 杭基礎

橋脚工型式 － 海岸からの距離 －

塗装使用の有無 なし

支承形式 落橋防止の有無 あり

鋼製（使用鋼材）

コタノロ川

供用年数 7 種別 PC橋 型式 単純桁

道路橋示方書 H14 橋格（設計荷重） A活荷重 橋下条件

2010

路線名 池田東部線 林道種類及び区分 自動車道1級 橋梁名 コタノロ橋

施設の所在地 池田町字昭栄 起点からの距離 2718.67m 建設年度

池田町個別施設整理番号 9 林道台帳索引番号番号 19 施設管理者


